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秋田市子ども・子育て支援に関するニーズ調査結果（速報）について 

 

１ 調査の目的とその取扱い 

本調査は、（仮称）秋田市子ども・子育て支援事業計画の策定にあたり、子育て家

庭の現状と教育・保育、地域の子育て支援に対するニーズ量（現在の利用状況と今後

の利用希望）を把握することを目的として実施したものです。 

調査項目のうち全国共通で「量の見込み」を算出する項目（必須項目）の単純集計

結果については、国の作業スケジュールに従い、平成２５年１２月に県へ報告したと

ころであり、今回、その内容について報告するものです。また、必須項目以外の項目

を含めた全項目の結果については、今月末を目途に調査報告書として取りまとめる予

定です。 

今後は、本調査の結果に加えて、本市の人口動態や子ども・子育て家庭を取り巻く

環境等の状況も勘案しながら、教育・保育および地域子ども・子育て支援事業の利用

状況・利用希望等について分析を進め、今年度内に「量の見込み」を確定することと

しています。 

 

 

２ 調査対象 

(1) 就学前児童の保護者 ２，１２５人 

(2) 小学校児童の保護者 １，８７５人 

(3) 合計          ４，０００人 

  ※住民基本台帳から無作為抽出（世帯重複が出ないよう抽出）。 

 

 

３ 調査結果 

(1) 調査票の回収状況 

○就学前児童の保護者 １，０３３人（回収率４８．６％） 

  ○小学校児童の保護者   ９７２人（回収率５１．８％） 

  ○合計        ２，００５人（回収率５０．１％） 
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 (2) 主な項目の調査結果 

  ○母親の就労状況 

選択肢 就学前児童 小学校児童 

フルタイムで就労中 ３５．８％ ３４．６％ 

フルタイムで就労中であるが、休業中 ４．３％ ０．９％ 

パート・アルバイト等で就労中 ２０．３％ ３７．８％ 

パート・アルバイト等で就労中であるが、休業中 １．１％ ０．２％ 

以前は就労していたが、現在は就労していない ３４．０％ ２１．３％ 

これまで就労したことがない ３．２％ ３．４％ 

無回答 １．３％ １．８％ 

 

※就学前児童の母親の就労状況は、「フルタイムで就労中」が35.8％と最も多い一方で、「以

前は就労していたが、現在は就労していない」も34.0％と高くなっています。小学校児

童の母親では、「パート等で就労中」が37.8％と最も高く、次いで「フルタイムで就労中」

が34.6％となっています。 

   

○父親の就労状況 

選択肢 就学前児童 小学校児童 

フルタイムで就労中 ８７．４％ ７９．２％ 

フルタイムで就労中であるが、休業中 ０．３％ ０．２％ 

パート・アルバイト等で就労中 ０．６％ ０．５％ 

パート・アルバイト等で就労であるが、休業中 ０％ ０％ 

以前は就労していたが、現在は就労していない １．３％ ０．８％ 

これまで就労したことがない ０．１％ ０．１％ 

無回答 １０．３％ １９．２％ 

   

※父親の就労状況は、就学前児童・小学校児童のいずれも「フルタイムで就労中」が最も

高くなっています。 

 

  ○平日の定期的な教育・保育事業の利用の有無 

選択肢 就学前児童 

利用している ７４．９％ 

利用していない ２５．１％ 
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○平日に利用している定期的な教育・保育事業（複数回答） 

選択肢 就学前児童 

幼稚園 ３９．３％ 

幼稚園の預かり保育 １１．５％ 

認可保育所 ４６．８％ 

認定こども園  ４．７％ 

家庭的保育  ０．１％ 

事業所内保育施設  １．２％ 

認定保育施設  ４．３％ 

へき地保育所  ０．６％ 

その他の認可外保育施設  ２．３％ 

居宅訪問型保育  ０．０％ 

ファミリー・サポート・センター  ０．３％ 

その他  １．０％ 

  

※「平日の定期的な教育・保育事業」の利用は74.9％で、そのうち「認可保育所」、「幼稚

園」の利用が高くなっています。 

 

○現在の利用の有無にかかわらず、平日に利用したい定期的な教育・保育事業（複

数回答） 

選択肢 就学前児童 

幼稚園 ５５．６％ 

幼稚園の預かり保育 ３２．３％ 

認可保育所 ４４．２％ 

認定こども園 １６．３％ 

家庭的保育  ３．８％ 

事業所内保育施設  ７．６％ 

認定保育施設  ６．２％ 

へき地保育所  ０．８％ 

その他の認可外保育施設  ２．２％ 

居宅訪問型保育  ５．０％ 

ファミリー・サポート・センター １０．９％ 

その他  １．０％ 

  

※「平日に利用したい定期的な教育・保育事業」は、「幼稚園」が55.6％、「認可保育所」

が44.2％、「幼稚園の預かり保育」が32.3％、「認定こども園」が16.3％の順となってい

ます。 
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  ○子ども未来センターや子育て交流ひろばの利用の有無 

選択肢 就学前児童 

利用している ２８．８％ 

利用していない ６６．５％ 

無回答  ４．７％ 

 

○放課後の時間を過ごさせたい場所（小学校１～３年生時）（複数回答） 

選択肢 就学前児童 小学校児童 

自宅 ５３．４％ ６９．８％ 

祖父母宅や友人・知人宅 ２１．３％ １８．８％ 

習い事（ピアノ教室、サッカー教室、塾など） ４１．０％ ５５．７％ 

放課後子ども教室（児童館・児童センター） ３８．８％ ４１．３％ 

放課後児童クラブ（学童保育） ３９．３％ １５．０％ 

ファミリー・サポート・センター ０％ ０．９％ 

その他（公民館、公園など） １０．１％ １５．２％ 

   

※「放課後の時間を過ごさせたい場所（小学校低学年時）」は、就学前児童、小学校児童の

いずれも「自宅」が最も多く、次いで「習い事」となっています。また、放課後子ども

教室は就学前児童で38.8％・小学校児童で41.3％、放課後児童クラブは就学前児童で

39.3％、小学校児童で15.0％と一定の利用希望があることが窺えます。 

 

○放課後の時間を過ごさせたい場所（小学校４～６年生時）（複数回答） 

選択肢 就学前児童 小学校児童 

自宅 ６８．５％ ６９．８％ 

祖父母宅や友人・知人宅 ２２．５％ １６．７％ 

習い事（ピアノ教室、サッカー教室、塾など） ５８．４％ ６４．０％ 

放課後子ども教室（児童館・児童センター） ３６．５％ ３１．５％ 

放課後児童クラブ（学童保育） ２３．６％ ８．６％ 

ファミリー・サポート・センター ０％ ０．４％ 

その他（公民館、公園など） １２．４％ １３．１％ 

   

※「放課後の時間を過ごさせたい場所（小学校高学年時）」は、低学年時と同様に「自宅」

が最も多く、次いで「習い事」となっています。また、「放課後子ども教室」・「放課後児

童クラブ」も同様に、一定の利用希望があることが窺えます。 

 

 


